
  
 
  
           
 
 
 

－１２７－

令
和
８
年
５
月
～
９
月
１
日
(火)
（
必
着
）
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－１２９－



　

本
欄
は
毎
号
編
集
委
員
が
順
番
で
執
筆
し
て
き
た
が
、
委
員
全
員

が
執
筆
済
み
と
な
り
一
順
し
た
こ
と
に
な
る
。
改
め
て
平
成
二
二
年

（
二
〇
一
〇
）
二
月
刊
行
の
創
刊
号
を
繙
く
と
私
が
後
記
を
書
い
て

い
る
。

　

新
市
長
に
一
般
市
民
か
ら
市
政
へ
の
要
望
や
問
題
提
起
の
場
が
設

け
ら
れ
、
私
は
文
化
面
か
ら
の
要
望
を
述
べ
た
。
旧
山
武
町
で
四
〇

年
間
発
行
さ
れ
て
き
た
文
集
「
す
ぎ
の
実
」
が
、
合
併
に
よ
り
予
算

配
分
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
廃
刊
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
、

新
市
で
も
ぜ
ひ
市
民
文
集
を
出
刊
し
た
く
予
算
の
配
分
を
、
と
新
市

長
に
懇
願
し
、
同
じ
要
望
を
既
に
市
長
宛
に
送
っ
て
い
た
布
留
川
洋

子
さ
ん
の
書
簡
を
読
ん
で
い
た
市
長
は
「
わ
か
り
ま
し
た
。
検
討
し

ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
応
じ
、
新
た
に
「
文
芸
さ
ん
む
」
発
刊
の
道

が
開
か
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

成
東
地
区
は
伊
藤
左
千
夫
の
生
家
を
擁
し
短
歌
や
茶
道
の
拠
点
と

な
り
、
「
里
の
秋
」
な
ど
秀
れ
た
童
謡
を
多
作
し
た
斎
藤
信
夫
を
輩

出
し
、
山
武
地
区
埴
谷
は
ア
ラ
ラ
ギ
派
発
祥
の
地
と
し
て
広
辞
苑
に

も
収
載
さ
れ
、
松
尾
、
蓮
沼
地
区
は
掛
川
藩
移
転
に
よ
る
太
田
道
灌

の
血
脈
が
学
問
、
文
芸
の
伝
統
を
守
ら
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
文
化

的
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
拠
点
の
一
つ
と
し
て
文
芸
誌
刊
行
は
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
予
算
的
裏
づ
け
を
懇
願
し
、
新
市
長
は
快
諾
し
て
く

れ
た
の
だ
っ
た
。
実
動
部
隊
長
と
し
て
当
時
の
関
谷
生
涯
学
習
課
長

が
編
集
委
員
集
め
の
行
脚
を
さ
れ
、
旧
「
す
ぎ
の
実
」
関
係
者
を
中

心
に
編
集
委
員
を
引
き
受
け
て
く
れ
そ
う
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
一

軒
一
軒
訪
ね
歩
か
れ
た
姿
が
い
ま
も
鮮
烈
に
目
に
浮
か
ぶ
。
拙
宅
に
い

ら
し
た
と
き
に
は
、
家
が
狭
く
て
座
敷
に
入
り
き
ら
な
い
本
を
玄
関
に

ま
で
本
棚
を
置
い
て
並
べ
て
あ
る
の
を
ご
覧
に
な
り
、
「
う
わ
っ
、
本

屋
み
た
い
で
す
ね
」
と
驚
き
呆
れ
、
し
ば
し
本
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
す
。

　

「
す
ぎ
の
実
」
の
編
集
委
員
長
だ
っ
た
熱
田
秀
夫
氏
は
「
文
芸
さ
ん

む
」
六
号
ま
で
委
員
長
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
書
き
手
も
多
彩
で
、

鋭
い
評
眼
と
表
現
力
抜
群
の
尾
関
弘
恭
氏
、
名
詩
、
名
文
で
息
の
合
っ

た
角
田
博
・
せ
つ
夫
妻
、
創
作
力
、
行
動
力
で
知
的
牽
引
を
し
て
く
れ

た
布
留
川
洋
子
さ
ん
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
何
で
も
ご
ざ
れ
で
、
お
得

意
の
絵
が
載
せ
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
た
富
谷
清
次
氏
、
多

彩
な
人
材
が
早
や
ば
や
と
彼
岸
に
渡
ら
れ
た
。
残
さ
れ
た
編
集
委
員
た

ち
は
、
こ
の
役
に
定
年
は
な
い
、
認
知
症
の
き
ざ
し
が
見
え
る
ま
で
は

と
頑
張
っ
て
い
る
。
い
や
こ
の
役
を
や
っ
て
い
る
と
認
知
症
が
寄
り
つ

か
な
い
。
み
な
さ
ま
、
認
知
症
予
防
、
お
迎
え
が
く
る
ま
で
パ
ワ
フ
ル

に
老
春
を
楽
し
め
る
編
集
委
員
を
ぜ
ひ
な
さ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　

勿
論
、
現
役
ば
り
ば
り
の
体
力
、
知
力
溢
る
る
若
手
委
員
も
大
歓
迎

で
す
。
教
育
委
員
会
（
０
４
７
５
―
８
０
―
１
４
５
１
）
ま
で
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
掛
）

編
集
後
記



　

編
集
委
員

　

・
工
藤　

進
（
編
集
委
員
長
）

　

・
秋
葉　

重
一

　

・
今
関　

恵
子

　

・
鵜
澤　

美
知
子

　

・
大
掛　

史
子

　

・
川
島　

隆

　

・
佐
瀬　

智

　

・
高
浦　

な
み
子

　

・
竹
内　

克
隆

　

・
立
川
目　

陽
子

　

（
題　

字
）
中
野　

日
賀

　

（
表
紙
絵
）
根
本　

千
寿
（
山
武
市
立
大
富
小
学
校
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
タ
イ
ト
ル　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
）

　
山
武
市
市
民
文
集　

文
芸
さ
ん
む　
　

第
十
七
号

山
武
市
市
民
文
集

　

文
芸
さ
ん
む　
　

第
十
七
号

　
　

令
和
八
年（
二
〇
二
六
）二
月
発
行

　　

編
集

　
　

山
武
市
市
民
文
集
編
集
委
員
会

　

発
行

　
　

山
武
市
教
育
委
員
会

　
　

山
武
市
津
辺
二
六
二　

一

　
　

成
東
中
央
公
民
館
内

　
　

〇
四
七
五　

八
〇　

一
四
五
一

　

印
刷

　
　

山
武
印
刷
有
限
会
社

　

皆
様
の
ご
感
想
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
よ
り
良
い

文
集
に
育
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。
文
集
全
体
に
関
わ
る

こ
と
、
ジ
ャ
ン
ル
別
、
作
品
別
等
々
貴
重
な
ご
意
見
ご

感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
先　

山
武
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
山
武
市
津
辺
二
六
二　

一　

成
東
中
央
公
民
館
内

　
　
　
　
　

電　

話　

〇
四
七
五　

八
〇　

一
四
五
一

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五　

八
二　

二
〇
五
八

　
　
　
　
　

メ
ー
ル   

ご
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

shogaigakushu@city.sammu.lg.jp


